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各部の名称および寸法

真空スプリンクラー
システムのご紹介（動画）



メンテナンス、リニューアル、スプリンクラーヘッド交換などの施工時に、
真空ポンプユニットがあれば、スイッチ操作ひとつで簡単に短時間で、スプリンクラー配管の水抜き作業を行えます。

スプリンクラーヘッド等が何らかの原因で破損した場合、従来の対処法では、制御弁を閉止して配管内部の
排水作業を行いますが、残留空気の膨張圧や配管に勾配がとれていない等の影響により、破損箇所から大量の水が
流れ出て水損被害を大きくしていました。真空ポンプユニット方式では、スイッチ操作ひとつで配管内の水と空気を
強力に吸引するため、破損箇所からの漏水を速やかに停止させ、水損被害を小さくすることができます。

真空ポンプユニットは、水損防止に優れた
真空スプリンクラーシステムでも使用
されています。将来、BCP対策等で真空
スプリンクラーシステムにリニューアルする
場合は真空ポンプユニットをそのまま利用
することができます。
※リニューアルの際は、スプリンクラーヘッドの
　同時開放個数の確認が必要になりますので、
　注意が必要です。

既存の配管はそのままの状態で、排水管に真空ポンプユニットを接続するだけ。大がかりな工事は必要ありません。

抜群の吸引力で、確実に「水」と「空気」を
一緒に吸い取る画期的な真空ポンプユニット

ヘッド破損時などの水損を軽減

水損を許さない真空スプリンクラーシステムへのリニューアル

− 0.09MPaの強力な吸引力

設置工事が簡単。全てのスプリンクラー設備に設置可能

省力化 時間短縮 コスト削減

作業人数や時間を
半分以下  に抑えられます！＊

＊


